
令和元年度　障害者歯科保健医療サービス推進事業 （資料１）

１)訪問実施結果 

 (１)訪問状況

実数 延数

27 50 229 24 8 202 3

28 66 227 40 10 181 6

29 49 174 22 9 148 4

30 48 137 26 4 108 3 10 9 1

R1 41 122 20 6 102 0

 (２)年齢内訳

 (３)要介護度内訳
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　今年度市内の介護支援専門員等からの訪問依頼数は２０件で、そのうち歯科受診を勧奨したケース

は９件、訪問診療の依頼につながったケースは６件であった。

依頼元は居宅介護支援事業所が１０件、地域包括支援センター９件、訪問看護ステーションが１件で、

今年度は特に地域包括支援センターで関わる要支援１、２のケースに対する依頼が増えた。

　依頼の内容は例年通り、義歯が合わない、痛みがある、しばらく受診していない、口腔機能の低下

等が主で、中にはいくつもの問題が重複し長期の歯科治療、口腔衛生管理を必要とするケースもみら

れた。

　　　（単位：人）
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２）障害者歯科健診・歯科相談実施結果

（１）参加状況 （単位：人）

(人） （本数）

１回目 6月29日 27 9 14 4 23 0 0

２回目 11月30日 25 10 13 2 23 3 7

（２）年度別参加状況、担当歯科医 （単位：人）

27 56 44 31 13 12

28 56 42 23 24 9

29 49 37 25 19 5

30 52 37 15 32 5

R1 52 34 19 27 6

・今年度の参加者は３４世帯５２人で、新規の参加者は１４人であった。学童期の参加者が多かった。

乳幼児期は各健診や保育所幼稚園の個別歯科相談に参加する者も多い。

・検診会場は２階だが階段で昇降するため、車椅子の方は１階で対応している。

１階は場所が限られており、１階対応が必要な方は時間差で予約を入れ、担当歯科医師に１階へ降りて

もらい歯科検診を実施、待ち時間が出来ない様に工夫している。１階の方が増加した時の対応について

今後検討が必要。

・周知方法としては、こども発達支援センター通所児及び特別支援学級在籍児へのチラシ配布、希望者へ

の個別通知の他、広報で日程等を掲載している。

広報により新規の成人の方２名の参加があった。参加後は歯科診療に繋がった。

・口腔内の状況が悪く経過観察になっている児については、こども発達支援センターと連携をとり、参加

を促してもらうことで、最低でも年に１回は口腔内の状況を確認できる様に努めている。

今後も継続した支援が必要である。

実施日 参加数 乳幼児 学童・生徒 成人 フッ素塗布数
サホライド塗布数

年度 総数 世帯 乳幼児 学童・生徒 成人
担当歯科医

６月 １２月

宮腰、長谷川 宮腰、柳（壮）

中村、河村 中村、薄井

宮腰、岡田 中村、柳（壮）

宮腰、長谷川 宮腰、岡田

中村、原岡 中村、浅野
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